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1　は　じ　め　に

大豆の生産現場では栽培意欲の低下と連作畑の増加によ

り，子実の小粒化と単収の伸び悩みが顕在化してきている。

この対策として大粒，良質，多収で，コンバイン収穫適性

の高い品種に対する要望が強い。「リュウホウ（東北113号）」

は東北農業試験場作物開発部大豆育種研究室において育成

され，秋田県では平成7年（1995年）5月に多収，白目，

良質で，しかも機械化適性の高いことから新奨励品種とし

て採用した。本県の奨励品種である中生種のライデンは．

多収，良質であるものの．倒伏，蔓化が多く，機械化適性

がやや低いこと，裂皮の発生が年次によって多いことが栽

培上の問題であった。ここではライデンに代わる新奨励品

種「リュウホウ」の主要特性と栽培法について明らかにし

たので報告する。

2　試　験　方　法

リュウホウは秋田農式においては平成3年から刈系445

号として奨励品種決定調査（以下．奨決）の生産力検定予

備試験に供試した。平成4年から平成6年までは生産力検

定本試験において，標準播き（平均播種日5月25日），晩

播（6月21日），極晩播（7月14日）の3播種時期におけ

る生育と収量特性を調査した。rげ当たりの播種密度は，標

準播きが13．7本，晩播が19．0本，極晩播が33．3本である。

a当たり施肥量は窒素．燐酸，加里それぞれ0．25，0．75，

0．75kgである。現地試験地は県北内陸部の比内町　県北沿

岸部の能代市卜県南内陸部の太田町の3か所で行った。平

均播種日は5月30日，a当たりの施肥量は窒素，燐軋加

里それぞれ0－0．56，0～0．75，0～0．75kgで，この施肥

量は農家の慣行によった。汀f当たりの標準播種密度は，秋

田農誌では13．7本，比内町は13．3本，能代市は14．3本，太

田町は12．5本で，密楢の播種密度は秋田農試では20．6本一

比内町は20．0本，能代市は21．4本，太田町は18．8本である。

施肥法及び肥料の種顎に関する試験においては，a当たり

の施肥量は窒素，燐酸，加里それぞれ0～0．25，0～0．75，

0～0．75kgとした。拉大調査は食糧庁規格の九日筋を使用

し，大粒は7．9mm，中粒は7．3mm，小粒は5．5mmの筋上に残っ

た粒数を計測し，供試粒数の割合で示した。調査に用いた

サンプルは秋田農試（秋田市），現地試験地及び天王町産

のリュウホウ．ライデン，タチユタカである。

3　試験結果及び考察

表1にリュウホウとライデンの播種期別の生育，収量を

示した。標準播きでは開花期及び成熟期はライデン並，主

茎長はやや短く，一次分枝数は少ない。子実垂はライデン

より6％はど多く，百校垂は29％はど遅く，品質は2ラン

ク上位となった。晩確では開花期が2日遅く，成熟期，主

茎長，子実垂はライデン並，百拉垂は27％ほど重く，品質

は2ランク上位となった。極晩椿では開花期が2日，成熟

期が4日遅く，主茎良はライデン並，子実重は5％はど多

く，百校垂は23％ほど重く，品質は1ランク上位であった。

表2にはリュウホウとライデンの播種密度の違いによる

生育，収量を示した。リュウホウはd当たり播種密度を

27．4本に高めることによる倒伏，蔓化はやや多くなるが．

いずれの播種密度でもライデンに比べ少ない。a当たりの

子実垂はリュウホウが29．6kg～33．8kgとライデンに比べ多

表1リュウホウ，ライデンの播種期別の生育，収量（秋田農試）

分枝数　倒伏　蔓化　子実垂　同左比　百校重　裂皮　品質

播種期　芸蒜名（月．日）（月．日）（00）（本）　　　（短／a）（％）（わ
品種・　開花期　　成熟期　主茎長

中　微　　32．6　106　　31．1　無　上の下
標準；蒜’′　7．27　10．5　84　4．9　中　少　弧9　（100）24．1少　中の中

リュウホウ　　7．28　　10．5　　　72　　　4．1

無　上の下

晩播；右㌫′　岩二▲昌　10．14　54　4．1　微　無　30．1（100）22．2　無　中の中
リュウホウ　　8．10　　10．15　　53　　3．8　　微　　無　　30．2　　100　　28．1

無　中の中

極晩播；蒜；′　言二岩妄　10．26　50　2．1少　無　19．3（100）21．1無　中の下
リュウホウ　　8．24　　10．30　　50　　1．7　　少　　無　　20．2　　105　　25．9

注．標準は平成3～6年の平均値，晩播・極晩播は平成4～6年の平均値。
生育中及び子実の障害；無，徴，少，中，多，甚の6段階。
品質；上の上，上の中，上の下，中の上，中の中，中の下，下の7段階。
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表2　リュウホウ，ライデンの播種密度の違いによる生育，収量（秋田農試）

播種密度　品種・系統名　主茎長　倒伏程度　蔓化程度　子実重　同左比
（cm）　　　　　　　　　　（短／a）　（％）

最下若美
百軽重　主茎節位高

（g）

標　　準
リュウホウ　　　　57　　　　徴　　　　無　　　　33．8　　　103

ライデン　　　　　71　　　中　　　　微 32．8　　　（100）

35．0　　　6．3±2．4

26．8　　　3．4±2，4

密　播：て誓ウ　　61　微　　無　　32・8　　111　　33・6　　7・5±3．6
ライデン　　　　　77　　　　中　　　　微　　　　29．6　　　（100） 26．4　　　4．6±2．5

極密播　㌍誓ウ　　70　　中　　微　　29・6　　107
ライデン　　　　　糾　　　　多　　　　少

31．8　　　8．3±3．2

27．7　　　（100）　　　26．0　　　5．8±2．8

注．標準；13．7，密播；18．3，極密播；27．4本／d
生育中及び子実の障害；軋微，少，中，多，甚の6段階。

収で，百拉垂はライデンより31％から22％重い。子実重及

び百拉垂は標準密度において最も重く，播種密度を高める

ことにより低下した。最下着英主茎節位高はライデンに比

べ明らかに高く，倒伏・蔓化が少ないことからコンバイン

収穫に適する形態とみられた。

図1にはリュウホウの播種密度に対する収量反応をライ

デンと対比して示した。各産地の慣行播種密度を標準とし

て，1棟内の密度を高めたものを密楢とした場合，秋田農

試，能代市では密播の効果はみられないが，比内町，太田

町では密楢による増収効果は高い。特に太田町では増収率

が高く，密播によりライデン並の収量を獲得できる。
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図1リュウホウの播種密度と収量比較

図2には施肥法と肥料の形状の違いによる収量比率を示

した。全面全層と条施の違いによる収量への影響はみられ

ないが，援効性被覆尿素肥料（LPlOOタイプ）の効果は高

い。
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図2　施肥法及び肥料の形状と収量（秋田農試平5年）

図3にはリュウホウとライデンの粒大別割合を示した。

リュウホウの栽培により明らかに大粒の割合が多くなり．

大粒割合の高い生産地は天王町，比内町である。能代軋

太田町では大粒割合が約20％前後であるが，中拉以上（中

粒＋大粒）の割合は，いずれの産地でも約80％以上であっ

た。これに対してライデン（一部タチユタカ）はいずれの

産地でも小粒の割合が高かった。つまり，ライデンなどの

粒の小粒割合の高い産地であっても小粒化を抑えながら中

粒の良質な大豆生産ができると考えられた。

系統・占占稀名　産地

リュウホウ秋山Ili

比内町

能代市
大lミ町

人田町

ライテン　秋出Ili

比内町

能代市
天王町

太田町
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図3　リュウホウとライデンの粒大別割合
注．＊：タチユタカ

4　ま　と　め

リュウホウの開花期及び成熟期はライデン並の中生種で

ある。主茎長はやや短く，一次分枝数もやや少ない。倒伏，

蔓化にはライデンより強い。lぜ当たりの適播種密度は13．7

本前後，密椿の限界は1臥3本から20．0本程度とみられた。

倒伏，蔓化は少なく，密緒に対する適性も高い。子実重は

ライデン並からやや多収である。ライデンより大粒で百拉

重は重い。裂皮発生はライデンに比べ少なく，品質も1ラ

ンク上位である。拉大の低下しやすい産地でも中粒以上の

大豆生産が期待できる。
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